
直

結

谷

川

。

沼

府

泉

四

郎

。

初

め

滞

の

御

釘

用

必

に

勤

務

L
、
後

ナ
ホ
ミ
ガ
ハ

直
海
川

口
一
ミ

刑制咋
胤
荒
民
・
一
寺
子
肢
を
聞
い
て
児
科
川
に
敬
へ
た
o
制
約
は
之
を
板

谷
榊
聞
の
山
よ
り
流
川、

直前川
附
近
に
於
い
て
直
披

一
室
に
mm
ん
で
此
蒋
と
鋭
し
、
天
保
十
年
大
夢
と
改
め
‘

川
と
い
ひ
、
下
流
は
米
町
川
・
川
尻
川
と
都
す
る
。

一
そ
の
町
を
忘
胞
と
街
づ
け
た
が
、
十
三
年
抑
制
庵
rm
代

ナ
ホ
ミ
シ
ラ
ヤ
マ
ジ
ン
ジ
ヤ

直
海
白
山
神
社

一
大
筒
残
し
て
、
知
年
六
代
を
繕
府
し
、
後
段
際
二
年

ド
山
リ
ミ
刑
制
同
州
直
前
叫
に
銀
座
す
忍
。
恩
人
は
白
山
富

一
三
丹
市
無
庖
三
代
を
精
し
て
行
札
の
嗣
と
な
b
、
明

と
も
多
武
の
御
紙
と
も
い
ふ
。
天
，χ
四
年
凶
樗
六
郎

一
治
七
年
二
月
十
七
日
入
十
一
践
で
授
。
そ
の
若
能
驚

兵
衛
附
際
政
他
民
建
立
の
抑
札
及
び
町
永
六
年
村
引

一
め
ぐ
り
は
句
前
共
に
自
ら
お
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

飛
騨
守
口
町
家
制
修
抽
出
の
航
札
が
あ
る
。
枇
併
に
抑
制

一

ナ
ホ
ヤ
マ

Z
チ
ヲ

直
山
道
雄

金
洲
町
の
俳
人
。

寺
が
あ
っ
た
。

一
泊
務
担
久
郎
。
大
拶
の
子
で
、
御
錦
用
制婦に
出
仕
し

ナ
ホ
ミ
ダ
ニ

直
海
谷

釣れ

石
川
郡
河
内
庄

一
た
。
初
め
終
怒
と
鋭
L
、
脱
賂
七
代
を
織
防
し
、
明

口
一庖
山恥
か
ら
巾
直
お
・
久
保
・吹
上
・
板
胎
・
金
問
・下

一
治
六
年
三
且
四
十
九
段
を
以
て
割
問
。

折
・内
賂
を
経
て
奥
拙
に
京
る
ま
E
は
、

一
の
誤
作

一

ナ
マ
ガ
シ
生
菓
子

金
持
特
有
の
大
き
な
餅
瑛

に
訟
う
た

ω単
で
、
之
を
直
仮
谷
と
総
抑
制
し
、
直
相
川

一
子
で
、
消
・伎
町
・
サ
サ
ラ
・
卒
業
・
エ
ガ
ラ
の
抗
日
開
が

符
川
が
之
を
流
れ
て
日
る
。
令
一
川
右
術
門
が
之
を
制

一
あ
る

o
mは
脱
出
で
似
を
釧
H
N
く
謎
形
に
包
ん
だ
も

し
た
と
も
似

へ
る。

一
の
、
他
聞
は
袋
の
皮
を
用
ひ
、
サ
サ
一
フ
は
白
川
λ

は
赤

ナ
ホ
Z
ダ
ニ
ガ
ハ

直
海
谷
川

州
、
ペ
ダ
ユ
石
川

一
の
併
の
院
を
用
ひ
、
ェ
ガ
ラ
は
併
皮
に
筑
色
の
米
靴

捕
に
あ
っ
て
、
直
梅
川
と
も
い
」
。
加
を
奥
=
一
方
毘

一
を
附
し
て
、
加
び
に
M
m
を
包
み
、
平
提
は
附
と
米
粉

に
殻
L
、
閉
山
抗
し
て
拠
地
に
半

-u、
松
地
山
東
方

一
を
出
じ
て
作
。
υ

仕
方
形
に
切
っ
た
も
の
で
あ
る
。
前

山
地
よ
b
波
す
る
一
波
枕
を
容
れ
、
閥
抗
し
て
内
地

一
川
利
抵
の
附引か
ら
m
F
M
町
の
一
知
子
民
世
間
泌
が
之
を
制

を
料
、
間
北
に
向
か
う
て
仮
陪
に
束
。
‘
こ
L

に
口
一
製
上
納
し
た
o
佐
"川
附子
は
吉

mに
は
間
以
聞
を
省
き
、

一-一方
岳
よ
り
制
酬
を
溌
L
不
動
調
を
純
る
H
H
渓
流
を
お

一
凶
邸
に
は
赤
サ
、
ラ
を
除
き
て
五
訟
の
行
総
に
攻
め

限
よ
り
A
円
は
世
、
岐
路
よ
り
北
統
L
、
口
直
桜
に
京

一
て
附
。
、
そ
の
外
箱
は
誤
塗
で
、
耐
刊
に
朱
桜
で
大

っ
て
手
取
川
に
介
抗
す
る
。
統
制
限
二

O
粁
。
郎
掠
制

一
き
〈
製
活
者
の
防
総
が
記
さ
れ
、
皮
外
に
開
制
み
重
ね

日
銀
宛
正一
エ
年
六
且
入
日
の
僚
に
見
え
る
必
安
川
も

一
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
箱
を
議
開
出
と
い
う
た

直
結
川
に
問
じ
い
。

一
が
、
そ
れ
は
阿
よ
b
訟
で
あ
る
。

ナ
ホ

Z
ホ

直
海
保

刑制
咋
加
に
在
っ
た
。
臨
永

一

ナ
マ
カ
ベ
ザ
イ
ク
生
按一
細
工

思
土
を
用
ひ
銀

十
九
年
八
月
十

一
日
天
野
彦
次
郎
知
聞
の
判
科
に
、

士
宮
以
て
、
制
V
〈
は
文
字
を
作
。
、
額

m
xは
聯
と
す

『
能
昌
明
凶
直
前
川
保
内
也
捕
一
分
地
-凶
臓
耶
』
又
惚
永
品川
一
る
も
の
o
滞
の
御
峰
山
野
一捌
勉
左
似
次
浪
も
そ
の
設
を

四
年
十
且
二
日
二
軒
蛍
山
城
の
判
訟
に
、『
能
奇
凶
直

一
能
く
し
た
。

お
保
之
内
熊
野
方
云
々
』
と
あ
る
。
直
前
叫
保
は
後
の

一

ナ

マ

コ

生
海
底

能
障日
の
在
を
名
物
と

L
、
そ

直
桜
村
で
あ
ら
う
。

一
の
精
製
し
て
幕
府
が
長
崎
に
検
出
し
た
の
は
、
鹿
島

ナ
ホ
ヤ
マ
ダ
イ
ム

直
山
大
夢

金
仰
の
例
入
。

一
郷
小
品
・神
間
・三
室
・
日
出
夕日
・膨
附
・
厳
目
・組
依

ナ
ホ
l
l
ナ
-
h』

r 

ナ
ミ
キ

並
木

街
道
の
凱
木
を
栽
航
す
る
向
的

は
、
第

一に
道
放
の
幅
員
を
定
め
る
所
以
で
あ
り
、

第
二
に
旋
容
を
風
当
の
苦
か
ら
保
砲
し
、
第
三
に
河

水
の
泌
停
の
お
で
、主
と
し
て
松
が
航
ゑ
ら
れ
た
が
、

都
に
杉
・総
・
悦
も
植
ゑ
ら
れ
た
。
凱
松
は
加
賀
滞
で

は
北
陸
沿
道
に
之
を
列
植
し
、
陸
回
目
六
年
に
初
る
と

い
ひ
、
総
疏
木
の
例
は
陣
川
の
附
近
に
、
桜
並
木
の

例
は
浅
野
川
の
堤
防
地
に
在
る
。

ナ
ξ
キ

マ

チ

並
木
町

金
探
の
町
街
。

浅
野
川

に
添
ひ
、
従
防
に
松
紛
が
あ
る
に
よ
っ
て
名
を
得
る
。

捕

-m
m・山
及
び
邸
主
部
叩
の
十
加
で
仙
一
鈍
す
る
も

の
で
、
七
賂
の
杭
屋
泊
五
郎
が

一
手
に
取
扱
う
た
。

大
生
椋
胤
を
鋭
で
煎
b
上
げ
た
も
の
を
限
海
鼠
と
いコ

ひ
、
前
一
海
鼠
を
純
で
一
つ
充
繁
い
だ
も
の
を
ぶ
ら
海

鼠
と
い
ふ
。
南
海
鼠
は
串
に
き
し
て
干
し
た
も
の
。

縄
持
鼠
は
栴
務
鼠
と
し
難
き
も
の
を
細
に
泊
し
て
干

し
た
も
の
。
つ
な
ぎ
掠
鼠
は
串
海
鼠
に
も
紺
務
鼠
に

も
な
ら
ぬ
も
の
を
片
つ
な
ま
で
干
立
て
た
も
の
で
、

-
守

V

2

ぶ
ら
務
問
凧
に
能
〈
似
て
ゐ
る
。
能
菅
で
金
海
鼠
と
い

う
た
の
は
削
指
鼠
の
一
名
で
、
奥
州
に
産
す
る
金
総

鼠
と
は
泌
っ
て
ゐ
る
。
附
則
前
叫
尽
に
就
い
て
は
、
親
元

日
記
文
明
十
三
年
五
且
朔
日
に
、『
白
山
左
衛
門
佐
よ

り
御
進
上
到
来
云
々
、
煎
搭
鼠
十
束
。
』
な
ど
L
見
え
、

山中
海
鼠
は
武
鑑
即
時帆
加
賀
市
掃
の
務
府
に
射
す
る
献
上

物
巾
に
も
見
え
る。

ナ
マ
ヅ
パ
シ

箆

徳

江

泊
郡
大
出
寺
な
る
木
町

と
中
町
と
の
刷
に
在
る
。
江
泊
芯
稿
に
長
六
同
・幅
三

問
。
佐
古
は
鍛
治
町
江
戸
屋
入
左
術
門
町
宅
の
東
方

に
在
っ
た
の
を
、
川
町
改
躍
の
際
今
の
枕
山
む
に
特
じ

た
と
あ
る
。
邸
長
五
年
の
役
に
、
前
山
利
授
が
間
四
掛

か
ら
治
思
し
た
時
大
型
寺
の
城
兵
が
川
口
を
恥
ら
れ

ぬ
た
め
総
俄
か
ら
出
て
防
い
だ
と
い
ふ
の
は
即
ち
拍
四

時
の
織
で
あ
る
。

司、
i

、

'
J

・

J

或
は
い

」
、
阿
川・
浅
野
川
の
堤
防
に
苛
は
北
陸
治

に
於
け
る
が
如
〈
、
前
川
利
市
の
時
に
稲
ゑ
た
列
松

が
あ
っ
た
が
、
後
に
風
情
闘
の
岱
に
Mmれ
X
は
水
位
の

岱
に
倒
れ
て
、
今
川
四
か
に
存
す
る
の
で
あ
る
と
。

ナ
Z
マ
ツ

並
松

源
平
問
問
挺
把
総
永一
二
年
に
、

『
平
家
成
合
を
引
篠
阪
に
お
、源
氏
問
抑
得
た
り
。
平

家
不
地
し
て
山
に
入
、
指
祭
林
・小
野
寺
林
・閉山
川
林

に
低
人
け
れ
ば
、都
民
的
て
ひ
ら
資
に
攻
む
。
前
川
・

熊
坂
・
江
沼
迩
を
も
資
越
て
、
節
約
迄
こ
そ
諮
懸
た

れ
。
苧
家
飢
松
と
一
古
雌
に
て
返
合
て
町
し
支
て
戦
け

り
。』
大
日
本
史
磁
仲
慨
に
は
『
大
仰
昌
子
篠
限
u
m
e
M
早

敗
走
。
長
脳京一一
成
合
航
訟
一辿
似
v

之
。
』
と
あ
る
。

越
官
裂
三
州
志
に
、
こ
の
孤
訟
を
列
松
の
義
で
、
地

名
で
は
な
い
と
し
て
ゐ
る
が
、
加
到
芯
徴
は
、
越
前

仮
列
仰
の
向
円
印
刷
叫
松
村
だ
と
し
て
mm
る
o
後
訟
に
従

ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。

ナ
Z
ヨ
シ
ノ
ブ
ハ
ル

波
吉
信
治

披
許
信
安
の

子
。
幼
向
山
刑
法
師
、
後
碑
之
防
。
一
大
正
十
二
年
前
川

利
家
に
話
さ
れ
て
鼓
を
前
じ
、
隊
長
七
年
初
め
て
利

長
に
品
開
せ
ら
れ
、
制
後
桜
山
川氏
を
改
め
て
技
官
と
恥

し
、
見
永
十
一
古
年
利
引
附
が
河
北
郡
思
…
旅
舟
訓
枇
を
活

岡田
し
、
三
月
そ
の
刷
出
座
式
を
行
う
た
附
に
は
、
信
治

を
し
て
法
祭
の
伐
に
能
を
奨
せ
し
め
た
。
鋭
利
治
山

間
摘
に
小
松
に
従
ひ
、
明
川
町
一
二
年
=
一

n四
日
九
サ
悶

訟
を
以
て
授
。

子
係
附
々
諮
儲
氏
と
航
ん
で
加
賀
滞

の
能
大
夫
で
あ
っ
た
。
故
古
口
氏
の
家
強
は
、
初
附
以

来
柳
川
流
で
あ
っ
た
が
、
四
代
伊
布
印
刷
門
信
努
の
時

金田
廿
統
に
鎚
じ
、
六
代
右
内
位
置
に
京
り
元
政
十
三

年
貸
住
枕
に
附
し
た
。

ナ
Z
ヨ
セ
ノ
プ
ヤ
ス

波
寄
信
安

叉
信
貌
に
も

作
ら
れ
る
。
桜
山
市
民
は
加
賀
の
能
太
夫
で
、
室
町
末

期
に
起
る
と
い
ふ
が
凶
阪
は
明
ら
か
で
な
い
。
同
家

の
同
絡
帳
に
よ
れ
ば
信
安
を
初
組
と
し
て
、
『
一
枇
彼


